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連
合
神
津
会
長
が
退
職
者
連
合
の
取
り
組
み
を
評
価 

＜TEL＞ 03-5295-0507＜FAX＞ 03-5295-0541＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  菅 井 義 夫     

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台3-2-11 

ふれあい情報 
 

2017年 7月26日（水） 第259号 

人見新会長が連合第２２回中央執行委員会で就任あいさつ 

共
に
“現
退
一
致
”の
連
携
を
強
調 

７
月
14
日
の
退
職
者
連
合
第
21
回
定

期
総
会
で
選
出
さ
れ
た
人
見
一
夫
新
会

長
と
菅
井
義
夫
事
務
局
長
は
、
７
月
21
日

に
開
か
れ
た
連
合
第
22
回
中
央
執
行
委

員
会
に
出
て
、
就
任
あ
い
さ
つ
と
総
会
の

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
人
見
会
長
は
「
社
会
保
障
制
度
の
安
定

の
た
め
に
政
策
・
制
度
要
求
で
連
合
と
し

っ
か
り
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
１
０
０
万
退
職
者
連
合
の
実
現

が
重
要
で
あ
り
、
組
織
拡
大
を
は
か
る
た

め
に
も
現
職
の
連
合
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
連
携
を
訴
え
ま
し
た
。 

こ
れ
に
応
え
連
合
の
神
津
里
季
生
連
合
会

長
も
「
退
職
者
連
合
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
。

と
く
に
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
導
入
を
巡
る

厚
労
省
前
行
動
で
は
、
退
職
者
連
合
は
現
職

以
上
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。
今
後
と
も
退

職
者
連
合
と
は
現
退
一
致
で
連
携
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

▲（写真上）あいさつする人見会長（中央）と菅井事務局長（左）。右は、連合の神津

会長。（写真下）連合第22回中央執行委員会。（7月21日、連合会館２階） 

7月24日、新宿駅南口 なくそう！カジノ解禁推進法 

連続街頭キャンペーンでカジノ反対を訴え 
 カジノ解禁推進法の廃止と実施法の制定に反対する

ため退職者連合は、7 月 24 日（月）日弁連（日本弁護士

連合会）などとともに新宿駅南口で街頭宣伝を行いまし

た（写真右）。 

行動には、日本司法書士連合会や主婦連合会、日本

消費者協会、日本消費生活アドバイザーコンサルタン

ト・相談員協会、中央労福協の各団体から総勢 45 人が

参加しました。（退職者連合は24人）。 

 この日の街宣は、3 月・5 月に続く連続キャンペーンの

一貫。宣伝カーの上では、退職者連合菅井義夫事務局

長の司会で各団体の代表がそれぞれにカジノ合法化反

対を訴え、歩道上では、参加者がチラシを配布しまし

た。（詳しくは退職者連合ＨＰをご覧ください。） 
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「皆
さ
ん
と
意
見
交
換
や
っ
て
い
く
の
は
重
要
だ
と
思
う
」 

（坂
口
総
括
審
議
官
） 

「高
齢
社
会
を
迎
え
、
こ
う
し
た
提
案
は
あ
り
が
た
い
」 

（武
川
局
長
） 

 

厚
労
省
で
は
、
塩
崎
恭
久
厚
労
大

臣
宛
の
要
請
書
を
坂
口
卓
総
括
審

議
官
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

手
交
後
、
人
見
一
夫
会
長
が
あ
い

さ
つ
。「
退
職
者
連
合
は
83
万
組
織

だ
が
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
的
な

確
立
を
目
指
し
て
い
る
。
退
職
者
連

合
の
要
求
内
容
を
来
年
度
の
予
算

編
成
に
ぜ
ひ
、
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
7
月
11
日
に
就
任

し
た
ば
か
り
の
坂
口
総
括
審
議
官

は
、「
私
も
こ
れ
ま
で
雇
用
関
係
な

ど
を
中
心
に
や
っ
て
き
た
。
直
前

は
、
老
健
局
の
担
当
だ
っ
た
の
で

社
会
保
障
関
係
の
い
ろ
い
ろ
な
政

策
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。
我
々
も
行
政
の
立
場

で
、
い
ろ
い
ろ
制
約
の
あ
る
中
で

退
職
者
連
合
の
み
な
さ
ん
と
意
見

交
換
を
や
っ
て
い
く
の
は
、
重
要

だ
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

要
請
へ
の
厚
労
省
側
か
ら
の
回

答
は
、
社
会
保
障
制
度
関
係
の
全

項
目
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
意
見
交
換
も
含
め
る
と
１
時
間
半
の
や
り
と
り
と

な
り
ま
し
た
。 

な
お
厚
労
省
と
内
閣
府
の
回
答
は
、
「２
０
１
７
年
度 

結
論
と
動
向
」に
ま
と
め
て
、
退
職
者
連
合
の
Ｈ
Ｐ
で
9

月
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。
関
連
記
事
も
掲
載
。 

回答は「２０１７年 結論と動向」にまとめ発表 

 

内
閣
府
は
、
加
藤
勝
信
特
命
担
当
大

臣
（
男
女
共
同
参
画
）
宛
の
要
請
書
を

武
川
恵
子
男
女
共
同
参
画
局
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。 

武
川
局
長
は
、
申
し
入
れ
に
対
し
「
高

齢
者
が
増
え
て
い
く
中
、
圧
倒
的
に
女

性
が
多
く
、
提
起
さ
れ
た
内
容
は
大
事

な
問
題
だ
。
高
齢
社
会
を
迎
え
、
今
ま

で
の
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
。
こ
う

し
た
提
案
は
あ
り
が
た
い
」
と
応
え
ま

し
た
。 

退職者連合 検索 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

○
厚
労
省
・坂
口
卓 

総
括
審
議
官 

○
内
閣
府
・武
川
恵
子 

男
女
共
同
参
画
局
長 

 
 

２
０
１
７
年 

政
策
・制
度
要
求
の
実
現
求
め
、
政
府
に
要
請 

 
退
職
者
連
合
は
、
第
21
回
定
期
総
会
で
決
定
さ
れ
た
運
動
方
針

の
具
体
化
と
し
て
２
０
１
７
年
度
政
策
・制
度
要
求
と
低
所
得
高
齢

単
身
女
性
問
題
に
関
す
る
政
策
・制
度
の
要
求
の
実
現
に
向
け
て
７

月
21
日
、
厚
労
省
と
内
閣
府
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
18
日
に
は
全
国
の
自
治
体
に
対
す
る
要
請
行
動
の
取
り
組
み

を
地
方
退
職
者
連
合
に
要
請
。
本
年
度
の
政
策
・制
度
要
求
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
中
央
・地
方
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

▲人見会長（中央）が、坂口総
括審議官（左から３人目）に要
請書を手交。左から退職者連
合の野田副事務局長、菅井事
務局長、右から川端常幹、鈴
木副事務局長、野口常幹。（7
月21日、厚労省・総括審議官
室） 

▲菅井事務局長（右から 3 人目）
が要請書を武川局長に手渡す。
写真左から退職者連合男女平等
参画推進委員会委員の高橋幹
事、本村幹事、徳永幹事、鈴木副
事務局長、熊崎幹事。右から野田
副事務局長、北村幹事。（7 月 21
日、内閣府） 

厚
労
省
要
請 

内
閣
府
要
請 

7月 21日 
 

坂口総括審議官 

▲武川局長 


